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一般公開委員長  長田 俊人 

 

去る 10 月 25 日(金)に柏キャンパス一般公開が開催された。本年度は台風 27 号接近のため、本来予定されていた 25

日(金)・26 日(土)の 2 日間の開催期間を 25 日のみに短縮するという初めてのケースとなった。台風接近にも拘わらず初

日の来場者数は例年並みであり、まずまずの結果であった。本稿では、2013 年度の一般公開の概要、経過、統計などを私

見を交えて簡単にまとめておく。 

 

１．概要と準備 

毎年、柏キャンパス本部から各部局の一般公開のキャッチコピーを求められる。本年度の物性研のコピーは板谷委員の

発案による「モノ想いしませんか」に決まった。所内で公募しても応募がないため、例年、一般公開委員会で案を出し合

い投票でコピーを決めている。このコピーとは特に関係なく各研究室に展示企画を募ったところ、最終的には図書室を含

め 13 の企画の申し出があった。内容は図図図図１１１１のリーフレットの通りである。原則として、各研究室は 2 年に 1 回以上一般

公開に参加することになっているが、最近は部門や複数の研究室で一緒に企画を行う場合が多く、企画件数は(研究室数

÷2)より少なくなっている。展示場所が分散していると不便なため、一昨年度より展示を本館 6 階(＋5 階)と低層棟に集

めるようにした。液化室などが例年行っていたヘリウム風船の配布はお子さんに人気だったが、本年度はヘリウムの輸入

事情から自粛することになった。企画番号(13)の「サイエンスカフェ」は、お茶とお菓子をつまみながら気軽にサイエン

スの話を聞く双方向の一般向け講演会で、講師には相応の能力が求められる。所内で講師を募ったところ、応募はなかっ

たが、複数の方から前所長の家所員を推薦する御意見を頂いた。そこで家所員に伺ったところ快くお引き受け頂けた。柏

キャンパス全体の合同企画として、毎年、一般聴衆向けの「特別講演会」が開催されるが、本年度は物性研から講演者を

選出する年に当たっていた。これも所員会で候補者を募ったが応募はなかったので、委員長の一存で中性子施設の山室所

員にお願いした。以前「天婦羅のパリパリはガラス転移である」という興味深いお話を伺い、感銘を受けたからである。 

 

2013 年度一般公開 
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図図図図１１１１ 2013 年度物性研一般公開のリーフレット 

 

 

 

２．実施状況 

 一般公開の週に入ると、大型の台風 27 号と 28 号が 26 日(土)頃本州を直撃する可能性が出てきた。前日午後の部局長

会議の結果、25 日は予定通り実施、26 日は大事を取って中止という決定がなされた。 

 初日 10 月 25 日(金)の天候は、台風接近のため、曇り時々雨・強風である。それでも 10 時の開始時刻には既に受付に

数名の来所者があった(リピーターの方と思われる。有難いことである)。本館 1 階南西ロビーでは、事務部 2 名、所内ボ

ランティア 2 名が交替で受付を行った。例年通り、事務部がリーフレット等の配布、ボランティアはアンケート回収と景

品交換を担当した。昨年度、物性研ゆるキャラ「物性犬」が登場して好評だったことを受けて、本年度は「物性犬」クリ

アファイルを来所者全員に配布し、また景品のマグネットも「物性犬」バージョンに変更した。景品はスタンプラリーを

終えた方およびアンケートを提出した方に渡されるが、小学生数人の幾つかのグループが、受付でスタンプラリーの台紙

を受取った後、10 分ほどで戻って来て景品をゲットしていたのは流石であった。25 日のイベントは 15 時からの「ガイド

ツアー」だけで、これも人が集まらないのではと危惧されたが、千葉県ゆるキャラ「チーバくん」の応援もあって十分な

人数が集まった(図図図図２２２２)。ちなみに今年「チーバくん」の着ぐるみに入られたのは近藤総務係長である(お疲れさまでした)。

各研究室の展示企画も、初日としてはまあまあの来場者がいたように見えた(図図図図２２２２)。16 時 30 分の公開終了後は、台風の

暴風雨域接近のため、速やかに帰宅するようアナウンスがあった。 
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図図図図２２２２ 10 月 25 日の一般公開の様子 

 

 26 日(土)の公開は中止となったが、幸いにも台風は本州縦断コースを逸れ、柏キャンパスに大きな被害はなかった 

(図図図図３３３３)。キャンパス外周に設けられた看板と、キャンパス入口(図図図図３３３３)に、一夜のうちに一般公開中止の表示がなされたこ

とには驚いた(事務の皆様、御苦労様でした)。26 日は休日ということで、多くのイベントが予定されていたが、全て中止

となった。当然、山室所員の特別講演会と家所員のサイエンスカフェも中止である。両先生には講演の準備で多大の御苦

労をおかけしたのに誠に残念である。来年の一般公開で是非とも講演して頂ければ幸いである。サイエンスカフェ用に作

成したが、結局日の目を見なかった幻のポスターを図図図図４４４４に載せておく。 

 26 日の一般公開終了後に予定されていた打上げパーティは延期され、28 日(月)にカフェテリアで行われた。一般公開

の 3 日後にもかかわらず盛会であった。例年のように一般公開の打上げを終了直後に行うと、来客の対応や片付けなどと

重なって落ち着かないものだが、今回のように翌週に行うのも良いのではないかと思う。 

   

図図図図３３３３ 台風 27 号の進路と 26 日の公開中止を告げる看板  
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図図図図４４４４ サイエンスカフェ用に作成した幻のポスター 

 

 

３．統計 

 10 月 25 日の物性研来場者数は 676 名であった。これは受付をした来場者の数である。雨天だった 2011 年度の初日の

来場者数は 698 名、晴天だった 2012 年度の初日は 661 名であったことから、ほぼ平年並みの来場者があったことがわか

る(ちなみに例年は 2 日目の土曜日は初日の金曜日の 2 倍弱の来場者がある)。台風接近などの悪条件を考えると十分成功

だったのではないかと思う。 
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 図図図図５５５５は、アンケートの集計結果に基づく

て頂いた)。来場者の大部分は柏・流山・野田各市

一般公開の周知にキャンパス外周に立てた

大体バランスが取れているが、これから科学

ある。こうした若い世代へのアピール方法

 表表表表１１１１は、アンケートの集計結果に基づく

などの要因にも大きく影響される。今後の

性別 

お住まい

何で知

何回目 

   

づく、来場者についての統計データである(集計は物性研総務係

野田各市のお住まいの一般の方で、リピーターの方が多

てた看板やホームページが役立っていることとコンシステントである

科学の道に進む中学生・高校生・大学生の割合が少ないことは

方法は今後の課題となるだろう。 

づく、各研究室企画の評価である。企画の人気は展示内容

の参考にして頂ければ幸いである。 

図図図図５５５５ 来所者に関するアンケート集計結果 

年齢 

ご所属 まい 

知った 

 来年も、物性研に来たいと思いますか

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

物性研総務係の渡辺主任に行っ

多いこともわかる。これは

っていることとコンシステントである。年齢的にも

ないことは大変残念なことで

展示内容だけではなく、展示場所

 

 

いますか 
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  見た 面白い 訪問率 面白い率 

(1)光とレーザー 131 33 56% 25% 

(2)原子に触れよう、原子で遊ぼう、原子で描こう 70 12 30% 17% 

(3)世界一のパルス超強磁場施設公開 108 37 47% 34% 

(4)超高圧で変化する物質 97 21 42% 22% 

(5)かたちと量子 50 9 22% 18% 

(6)不思議な石で遊ぼう 100 24 43% 24% 

(7)新物質をつくる 83 16 36% 19% 

(8)物性科学とスーパーコンピュータ 94 28 41% 30% 

(9)目で見る電磁気学 90 20 39% 22% 

(10)ミクロの世界の旅人～中性子～ 80 21 34% 26% 

(11)教科書に載っていない低温の世界 54 13 23% 24% 

(12)ブッセイリロンであそぼう 43 7 19% 16% 

(15)女子中高生のための図書室紹介 11 2 5% 18% 

表表表表１１１１  各研究室企画に対する評価 
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